



























されている微量液体希釈法により、最小発育阻止濃度 (minimum inhibitory concentration; MIC) を測定した。緑
膿菌に対して高活性を示した誘導体については、多剤耐性緑膿菌を用いた抗菌活性についても測定を行い、効
果の判定を行った。
　LPS結合活性の測定法は、displacement assay法により行う(Moore RA et al, Antimicrob Agents Chemother, 29,
496-500, 1986)。本研究では、PMB3の1位Dab残基の側鎖Nγ-アミノ基に5-(dimethylamino)naphthalene-1-sulfonyl-
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